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1 は じ め に

大分県獣医師会では獣医師会単

独の事業として，平成19年度か

ら大分県動物管理所で譲渡された

雌子犬について希望者には無料で

避妊手術を実施し，子犬の譲渡率

の向上と殺処分頭数の減少に大き

な事業効果を期待されているの

で，その概要について紹介させていただく．

2 事業の経過と仕組み

（1）事業の経過

大分県では県主催の引取り子犬の譲渡会が毎月2回動

物管理所で開催され多くの子犬が里親に譲渡されている

が，その子犬の内訳は雄が多く雌犬の多くがもらわれず

に残り安楽殺処分を余儀なくされている実態にあった．

その大きな理由は避妊手術料の経済的負担感から雌子犬

の譲り受けが敬遠されていたということであった．

大分県獣医師会は，譲渡会で譲渡される雌子犬の避妊

手術を無料で実施するとともに，譲渡される子犬全頭に

対して無料健康診断券を交付し，譲渡率の向上と安楽殺

処分頭数の減少を図ることとした．

（2）事業の仕組み

獣医師会では初の試みとして，県と獣医師会とボラン

ティアグループの三者でこの事業を推進することとし，

獣医師会も毎回の譲渡会に参加して譲渡会参加者や新し

く里親になった譲受者に事業の説明をし，事業推進に努

めている（図1）．

雌子犬が無料避妊手術を受けるときは，必ずマイクロ

チップを挿入（料金は飼い主負担）することを条件とし

ているが，現在まで苦情等は一件もない（図2）．

3 実施に当たっての諸問題について

（1）協力動物病院の指定

獣医師会には小動物部会があり，約80の小動物病院

が所属をしている．この事業に協力してもらうために説
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■処分される犬や猫が後を絶たない 

・処分頭数　犬 2,607 頭 

（18年度）　猫 2,704 頭 

■安易にペットを捨てる飼い主がいる 

■避妊去勢手術をしない飼い主が多い 

■飼い主のマナー不足（糞の適正処理） 

■県では動物管理所で子犬の譲渡会を

実施（処分頭数の減少） 

■メス犬の譲渡希望者が少ない 

（避妊手術料に負担感） 

現状・課題・問題点 対策（新たな取組み） 

県主催・子犬の譲渡会 

経費は全額獣医師会負担 

新たな飼い主 

愛犬飼育講習会 
（修了証書交付） 

協力動物病院 

獣医師会へ実施報告 

無料健康診断 
無料避妊手術 

譲
渡
犬
履
歴
書
持
参 

■県が実施している子犬の譲渡会で，
もらわれた子犬（メス）の避妊手術
を全面的に大分県獣医師会が支援 

現状・課題・問題点 対策（新たな取組み） 

■避妊去勢手術の普及 

■処分される犬の減少 

■飼い主のマナーアップ 

効　　果 

処分される運命にある子犬
たちの命を救ってくれた飼
い主に対する助成 

譖大分県獣医師会の動物愛護推進に向けた新たな取組み 
～社会貢献に向けて／譲渡犬支援事業～ 全国初

 

獣医師会と県と 
ボランティアとの協働 

図1 事業の仕組み
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明会を開催したところ以下の問題点提起があったものの，

事業実施から2年が経過したが，持ち込み頭数は減少傾

向にある．

ア 飼い主負担を求めるべきで無料には反対する．

イ 無料にすると動物管理所への持込み頭数が増える

のではないか．

（2）指定協力動物病院を公募

平成19年度に31病院を指定，その後，平成21年度

には46病院（21年3月）となった．

（3）手術の経費

避妊手術を実施した協力動物病院には，別に定める実

費相当額を県獣医師会の予算から支出している．この経

費捻出については，社会経済状況が大変厳しい時期では

あったが，会員に公益法人として動物愛護関係事業拡充

のため協力をお願いし，平成19年度に会費値上げを実

施し増額分を当該事業に充当している．

（4）ボランティアグループの協力

ボランティアグループの名前は「しあわせなしっぽの

会」と言い，メンバーの殆どが獣医師会が平成15年か

ら17年にかけて県の委託事業として開催した「動物愛

護ボランティアリーダー養成講座」の修了生ばかりであ

る．名前の「しあわせなしっぽ」の意味は譲渡会で新し

い飼い主に抱かれたとたんに，しっぽの動きが元気よく

なるからなのだそうである．見ていると確かに，それま

で元気なく振っていたしっぽが急にはげしく振られる．

うれしさを体全体で表現するのである．私共も思わず感

じさせられた．どうしてこんな子犬を捨てるのかと．

ところで彼女達（男性もいるが）の仕事は毎月2回

（第2火曜日と最終火曜日）大分県動物管理所で開催さ

れる譲渡会のサポートである．彼女達の活躍は見事でグ

ループリーダーの指揮で実に手際よく作業が進められて

いる．

まず1班は12時30分から始まる受付の準備である．

展示される子犬の名簿（名簿といっても全てミックス犬

なので名前や生年月日は不明だが…）の整理と事前に申

込みされた参加者の名簿の準備である．もちろん机や椅

子，白板，参加者へ渡す目印のタスキも揃える（図3）．

2班のグループはシャンプーやカットを担当する．設

備は充分ではないが今日展示をされる子犬のシャンプー

とカットである（図4）．子犬たちは初めての経験で皆固

まっている．なかにはプロのトリマーもおり，見事な仕

上がりである．参加者が抱き上げてもいやな臭いもしな

い．より可愛らしく見せる．

第3班はシャンプーの済んだ犬を展示のコーナーに移

譲渡会～避妊手術までの概念図 

獣医師会 県 

県主催・子犬の譲渡会 

愛犬飼育講習会 

協力動物病院 

県獣へ報告 

県獣から技術料振込み 

譲渡犬履歴書で確認 
避妊手術 

マイクロチップの挿入 
（飼い主負担） 

ボランティア 

保健所 保健所 保健所 

動物管理所 

子犬の譲渡会 

新しい飼い主 

シャンプー 飼い方指導 リスト作成 

愛犬手帳・ 
無料健康 
診断券交付 

愛犬手帳・ 
無料健康 
診断券交付 

・寄生虫検査 
・2種混合ワクチン 
（ジステンバー・パル
ボウイルス感染症） 

誓約書 
（1）狂犬病予防法に基づく

登録と狂犬病予防注射 
（2）終生飼養 
（3）適正飼育等 

新 

捕獲犬・放棄犬等 

避妊手術は譲渡後6カ月以内 

追跡調査 追跡調査 

図2 事業の概念図
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説明会は，飼い主との接点を作る等，大変効果があ

る．

このように譲渡会は，ボランティアグループの応援な

くして継続することは困難と思われる．

（5）愛犬飼育講習会の実施

現在獣医師会が譲渡犬の譲渡者に対し行っている愛犬

飼育講習会（無料避妊手術希望者は必須条件）を将来は，

これから譲渡会に参加して子犬をもらいたいと思ってい

し，譲渡会に参加した希望者に子犬をさわらせたり，抱

かせたりして，もらわれるように気配りをし，成長した

ときの体重など相談にのりながら売り込んでいる．なん

とかもらわれるようにと大変な気遣いである．彼女達の

努力に頭が下がる（図5）．

12時30分に受付を始め，13時15分には犬を決めて

もらう．希望する犬が重なると大変である．ボランティ

アがくじ引き用のハシを持ってきて抽選が始まる．まず

ジャンケンで順番を決め，順にハシを引く．見ていると

不思議に残り物に福がある（図6）．

犬が決まると里親となる人達は，動物管理所の会議室

での1時間程度の説明会に参加する．動物管理所の所長，

獣医師会，ボランティア代表の順でそれぞれ飼い方，予

防注射，無料避妊手術や無料健康診断の手続き，獣医師

会が行う「愛犬飼育講習会」，マイクロチップの挿入等

について詳しく説明される．初めて犬を飼う人は少ない

ようだが，活発に質問が出される（図7）．

図4 2班によるシャンプー

図3 1班による名簿の準備 図5 3班による譲渡の促進

図6 くじ引きによる譲渡犬の決定

図7 里親が参加する説明会
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る方々も対象にしたいと考えているが県の譲渡条件の中

にこのことが盛り込まれないと実施は難しい．

初めて飼う人に事前に登録や狂犬病予防注射など法的

なこと，混合ワクチンやドッグフードなど年間の必要経

費等について事前に知識を得てもらうことで捨て犬防止

にもつながってくるものと思われる．

4 事　業　実　績

（1）子犬の譲渡実績

平成19年度は延展示頭数311 頭で内訳は雄132 頭，

雌179頭．そのうち譲渡された頭数は197頭で，その内

訳は雄100頭，雌97頭であった．全体の譲渡率は63％

で内訳は雄の譲渡率76％，雌の譲渡率54％であった．

平成20年度は延展示頭数258 頭で内訳は雄113 頭，

雌145頭．そのうち譲渡された頭数は208頭で，その内

訳は雄92頭，雌116頭であった．全体の譲渡率は81％

で前年度より18％伸びた．内訳は雄の譲渡率81％，雌

の譲渡率80％で前年度の54％から大きく伸びており，

無料避妊手術の事業効果だと思われる（表1）．

（2）無料避妊手術実績

平成19年度は事業着手が遅れ実際に現地の譲渡会で

説明したのが平成20年1月8日開催の譲渡会からであ

り，周知徹底ができなかったため手術頭数も少なかっ

た．

平成20年度については，事業内容も充分理解され，

計画頭数80頭に対し105頭と大幅に伸びた（表2）．

（3）愛犬飼育講習会

平成20 年 4 月から譲渡者を対象に毎月第4日曜日，

13時～15 時の約2時間，講師として開業獣医師1名，

行政（県職員）2名にお願いし一般的な病気の話，しつ

け方，法律関係等幅広く講習を行っている．

4月から10月までは毎月開催したが，受講者が減少し

たので12月以降は隔月開催に変更した．20年度は142

名の受講があった（表3）．

将来はこれから譲渡会に参加したいと思っているよう

な人に多く参加してもらえるような事前講習会的なもの

に発展させたいと思っている（図8）．

（4）譲渡犬対象の「愛犬しつけ講習会」の開催

5月17日（日），動物管理所の子犬譲渡会で里親とな

った飼い主を対象にした「第1回愛犬しつけ講習会」を

開催したところ多くの応募があり，当日は飼い主の家族

約150人と犬50頭が参加した．家庭犬しつけインスト

ラクターを講師に迎え，「初級コース」として「おすわ

り」「伏せ」「待て」といった基本的なしつけと散歩時の

マナー等についての実地指導を行った後，「なやみ相談

会」を行ったが，2名の講師の前には長い行列ができた

（図9）．

また，しつけ講習会終了後には，ボランティアグルー

プ「しあわせなしっぽの会」による「譲渡犬同窓会（図

図8 愛犬飼育講習会

19年度 311 132 179 197 100 97 63％ 
20年度 258 113 145 208 92 116 81％ 

表 1 　子犬の譲渡実績（大分県動物管理所分） 

年度別 
展示 
頭数 
（延） 

譲渡 
頭数 
（実） 

譲渡率 
内訳 

オス メス 

内訳 

オス メス 

（頭）

表 2　譲渡犬無料避妊手術実績 

 平成19年度（ 1月～ 3月） 17 1 月から事業実施 

 平成20年度（ 4月～ 6月） 29 
 　　　　　（ 7月～ 9月） 30 
 　　　　　（10月～12月） 27 
 　　　　　（ 1月～ 3月） 19 平成20年度計105頭 

 　　　　　計 122

実施時期別 頭数 備　考 

表 3 　平成20年度愛犬飼育講習会受講者数 

4 月～10月は毎月第 4日曜日開催 
12月以降は隔月開催 

開催回数 受講者数 備　考 

9 回 142名 

図9 愛犬しつけ講習会
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10）」も催され，今では飼い主の温かい愛情に包まれた

くましく成長した同窓の犬たちが久々の再会を懐かしむ

かのようになごやかな雰囲気の中で，「記念撮影会」や

「ワンちゃんといっしょにパン食い競争（図11）」が行わ

れた．

講習会は大変好評で，毎年開催したいと考えている．

5 今 後 の 課 題

県（行政）と獣医師会とボランティアグループの三者

が一体となって取り組んでいる引取犬だけを対象にした

譲渡会はおそらく他県にはない事例だと思われる．

こうした活動が認められ平成19年度には環境省が企

画制作した「より多くの可能性を」～民間との連携で広

がる適正譲渡～のDVDで取りあげていただいた．

獣医師会のこの譲渡犬支援事業は譲渡会が続く限り継

続して行くべきだと思うが，ボランティアの彼女達の意

見は口を揃えたように「ここにくる犬がいなくなること

が一番うれしい」という．

獣医師会としても1年でも早くその時がきて「譲渡犬

支援事業」が不用の事業となることを期待している．

図10 譲渡犬同窓会 図11 パン食い競争




